




　去る６月５日（木）、茨城県立水戸農業高等学校
において、農林水産省関東農政局那珂川沿岸農業水
利事業所主催の測量実習が実施された。
　当日は、同校農業土木科３年の30名を対象に、本
会職員（測量室技師６名）が講師として協力のもと
行われた。
　はじめに、本会農業農村整備課測量室大畑泰係長
を講師とし、GNSS測量について座学を実施した。
　その後は、技師６名の指導のもと、最新の測量機
器（GNSS測量システム、トータルステーション）
を用いた体験が行われた。

　実習に参加した生徒からは、「学校の実習では使えない機器を扱えて新鮮だった」、「実際の現場
でどのように測量が行われているのかを知ることができた」などの感想が挙がった。
　今回で３回目となる本実習は、毎年継続して行われており、生徒たちに測量の仕事や現場の雰囲
気に触れてもらう良い機会となっている。今後もこうした取り組みを通じて、地域の農業や農村整
備を支える人材の育成に貢献していきたい。

　去る７月15日（火）、水戸市「茨城県土地改良事
業団体連合会会議室」において、国・県・各管内土
地改良区・県土連より11名の強化委員を招き、管理
運営体制強化委員会及び受益農地管理強化委員会を
同日開催した。
　金専務理事による挨拶の後、各委員会にて令和６
年度事業報告・収支決算及び令和７年度事業計画・
収支予算について協議し、全て原案通り可決された。

茨城県立水戸農業高等学校で測量実習を開催

管理運営体制強化委員会・受益農地管理強化委員会を開催

トータルステーション体験 GNSS体験

座学の様子

会議の様子
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　去る８月６日（水）、水戸市「茨城県市町村会館」
において、防災重点農業用ため池の所有者・管理
者や県・市町職員を対象とし、約60名の参加のもと
「防災重点農業用ため池管理者研修会」を開催した。
　本研修会は、ため池の保全管理、防災工事等に対
する理解を深めることを目的に、茨城県ため池サ
ポートセンターの主催により開催したものである。
　研修では、茨城県や関東農政局より専門講師を招
き、ため池整備事業の概要や災害が発生した場合の
対応等について解説いただいた。
　また、ため池サポートセンターからは、日常管理

のポイントや実際の点検事例について講義を行い、参加者の理解促進や技術の向上を図った。
　今後も、ため池管理者に対し、日常点検の重要性や安全管理について、啓発活動を継続して参り
たい。

研　　修　　内　　容 講　　　師　　　名

茨城県内のため池整備の最近の動向について 茨城県農林水産部農地局農村計画課
　防災グループ　技師　阿久津 康平

ため池の防災減災対策について 関東農政局農村振興部防災課
　課長補佐　黒 岩　明

ため池の保全管理について ため池サポートセンター
　事務局　飯塚 智史

　令和７年度の土地改良区機能強化支援事業の一環として、「土地改良区監査実務等向上研修」を、
去る９月２日（火）に、ひたちなか市「ひたちなか市文化会館」にて実施した。
　午前中は、全国水土里ネット支援部長の飯田博隆氏により、「土地改良区における監査実務につ
いて」を講義いただき、午後は佐藤大地税理士により「監査における内部点検作業等について」を
講義いただいた。
　当日は総勢184名（うち土地改良区役員71名、参加土地改良区数75団体）が参加した。
　参加者からは、「これからの監査に大いに役に立った」、「聞きやすくて分かりやすかった」等の
声が多く有り、実り多い研修となった。

防災重点農業用ため池管理者研修会を開催

令和７年度土地改良区監査実務等向上研修を開催

研修会の様子

佐藤税理士・飯田支援部長 会場の様子
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　去る９月３日（水）、群馬県前橋市「グリーンドーム前橋」において、疏水フォーラムin広桃用水
2025が、500名以上の関係者の出席を得て開催された。
　開会にあたって、水土里ネット群馬の熊川会長から開会宣言、広瀬桃木両用水土地改良区の女屋理
事長から開会挨拶、開催地である前橋市の小川市長から開催地挨拶、その他来賓として群馬県の山本
知事、都道府県水土里ネット会長会議顧問の進藤金日子参議院議員、農林水産省関東農政局の安東
局長から挨拶があった。
　その後、基調講演や対談、講演が行われ、盛会裡に終了した。
　また、翌日４日（木）には、現地研修として、全国約180名の参加のもと、バスで管内を巡回しなが
ら疏水やそれに関係する施設の視察研修が行われた。

　去る９月24日（水）、水戸市「ホテルレイク
ビュー水戸」において、茨城県農業集落排水事
業連絡協議会第35回通常総会を22の会員市町村
の出席を得て開催した。
　開会にあたって、茨城県農業集落排水事業連
絡協議会の会長である那珂市長の先﨑光会長よ
り挨拶があった。
　そして先﨑会長を議長として議事に入り、第
１号議案「令和６年度事業報告の承認について」
から第６号議案「任期満了に伴う役員の選任に
ついて」について上程され、全会一致で可決承認された。なお、役員については全員が再任された。

視察研修の様子（坂東大堰・坂東大堰合口）女屋疏水ネットワーク会長による開会挨拶

先﨑光会長による開会挨拶

疏水フォーラム in 広桃用水 2025 に参加

茨城県農業集落排水事業連絡協議会第35回通常総会を開催
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※担い手育成農地集積事業（公庫の無利子貸付）の対象事業を除く。

農家負担金軽減支援対策事業のご案内

～令和７年度に拡充措置が講じられました～

２．農地有効利用推進支援事業【利子助成】

農地耕作条件改善事業を実施し、担い手への農地利用集積率が８割以上となる地区に

対して、農地利用推進計画に従って利子助成

１．目標年度までに、担い手農地利用集積率が以下の

とおり増加すること。

採 択 時 目 標

％未満 ポイント以上増加※

～ ％未満 ５ポイント増加

～ ％未満 ％以上

～ ％未満 シェア増加

％ 維持

※目標集積率 ％未満は採択しない。

２．目標年度までに、高収益作物※の生産額がおおむね

％以上増加すること。

※ 高収益作物とは、主食用米と比べて面積当たりの収益性が

高い作物（野菜、花き・花木、果樹など）をいう。

３．輸出事業計画の認定規程に基づき認定された輸出

事業計画との連携が図られること。

４．先端的な技術を活用した生産方式との適合が図ら

れること。

１．地域生産基盤保全強化支援事業【利子助成】

国の補助を受けて実施された土地改良事業等※の実施地区において、要件を満たすこ

とが確実と見込まれる地区に対して、保全強化支援計画に従って、受益者負担金の償還

－利子相当額の を限度として助成

採択要件（１～４のいずれかに該当）

県営事業において、 百万円を６年間（合

計 億 百万円） ％、 年償還（うち据

置２年）で借り入れた場合の最終償還まで

の負担額

償還利子額 百万円

△利子助成額 百万円

実質利子負担額 百万円

利子助成のイメージ

借入額が多ければ利子が大幅に軽減！

助

成

対

象

償還元金

償還利子相当額の

年 度

採 択 時 目 標

％未満 ％以上

～ ％未満 シェア増加

％ 維持

お問い合せ先：茨城県土地改良事業団体連合会本所総務部総務経理課（ ）

令和７年度新規

（１）受益者負担金の償還利子相当額の を限度として助成〔事業費助成型〕

（２）農地中間管理機構が農地の出し手（所有者）に対する賃料の一括前払に必要な借

入資金に係る償還利子相当額を助成〔一括前払助成型〕

※採択時の集積率 ％以上の地区が対象に追加
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・盗難が発生した場合は速やかに土地改良区等に報告し、警察に被害届を
提出しましょう。
・農地内で不審車両や不審人物を目撃した場合は、警察に通報しましょう。

茨城県農村計画課

金属製の給水バルブが狙われています！

金属価格の上昇にともなって、金属を狙った盗難が増えています。
茨城県内では、金属製バルブの盗難が相次いでおり、令和 年度は
月 日までに27件、被害総額301万円の被害が発生しています。

プラスチック製のバルブに
交換してください！!

更新

非かんがい期など使用しない時は、
金属製のバルブを取り外して自宅などで保管

農地を見回り、盗難を計画する者へけん制

プラスチック製のバルブに交換

土地改良区組合員・耕作者の皆様へ

⇒手間が少なく、防犯効果が高いです。

⇒費用なしで始められます。
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